
東
京
都
内
に
は
現
在
、
約
１
０
５
０
カ
所

の
踏
切
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
ピ
ー
ク
時
１
時

間
当
た
り
の
遮
断
時
間
が
40
分
以
上
と
な
る

「
開
か
ず
の
踏
切
」
は
約
２
５
０
カ
所
と
、

全
国
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
東
京
都
で

は
２
０
０
４
年
に
「
踏
切
対
策
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
重
点
的
に
対
策
を
実
施
・
検
討

す
べ
き
「
重
点
踏
切
」
を
抽
出
。
ま
た
、
そ

の
解
消
を
図
る
た
め
、「
鉄
道
立
体
化
の
検

討
対
象
区
間
」
を
20
区
間
抽
出
し
て
い
る
。

現
在
、
都
内
で
は
５
路
線
７
カ
所
で
連
続

立
体
交
差
事
業
（
以
下
、
連
立
事
業
）
が
行

わ
れ
て
お
り
、
う
ち
新
宿
線
で
は
、
中
井
駅

～
野
方
駅
間
、
東
村
山
駅
付
近
の
２
カ
所
で

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
下
化
さ
れ
る
中
井
駅
～
野
方
駅
間

11
年
８
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
中
井

駅
～
野
方
駅
間
の
連
立
事
業
は
、
東
京
都
を

事
業
主
体
と
す
る
道
路
整
備
事
業
で
あ
り
、

中
野
区
と
西
武
鉄
道
が
連
携
す
る
。
13
年
に

事
業
認
可
を
取
得
、
14
年
１
月
に
工
事
に
着

手
し
た
。

事
業
区
間
は
、
両
駅
付
近
間
の
約
２
・
４

㎞
。
区
間
内
に
あ
る
８
カ
所
の
踏
切
は
、
す

べ
て
開
か
ず
の
踏
切
で
、
う
ち
１
カ
所
が
自

動
車
・
歩
行
者
と
も
に
交
通
量
が
多
く
、
渋

滞
や
滞
留
が
発
生
す
る
「
自
動
車
・
歩
行
者

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
」、
３
カ
所
が
歩
行
者

の
交
通
量
が
多
く
、
歩
行
者
の
滞
留
が
発
生

す
る
「
歩
行
者
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
」
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
に
よ
り
、
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
の
解
消
と
安
全
性
の
向
上
、
ま
ち
づ

く
り
の
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
立
体
交
差
化
で
は
地
下
形
式
を
採

用
、
７
カ
所
の
踏
切
道
を
除
却
し
、
３
カ
所

の
都
市
計
画
道
路
と
交
差
す
る
。
工
法
は
、

地
下
化
さ
れ
る
新
井
薬
師
前
駅
と
沼
袋
駅
の

駅
部
と
、
地
下
化
に
お
け
る
両
サ
イ
ド
の
取

り
付
け
部
（
中
井
駅
付
近
・
野
方
駅
付
近
）

は
開
削
工
法
、
そ
れ
以
外
は
シ
ー
ル
ド
工
法

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
連
立
事
業
と
同
時
に
決
定
し
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新宿線沿線では、交通渋滞の解消や安全性の向上を主な目的として、
中井駅～野方駅間、東村山駅付近で連続立体交差事業を進めている。
安心で快適なまちづくりに寄与することも
沿線価値向上の重要な施策だ。

新宿線の沿線価値向上
に向けて。
新宿線連続立体交差事業

TOPICS
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西武鉄道株式会社
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Mitsuaki YAMADA



た
都
市
計
画
に
よ
り
、
中
野
区
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
交
通
広
場
の

整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

新
井
薬
師
前
駅
で
は
こ
れ
ま
で
西
武
鉄
道

が
開
放
し
て
い
た
駅
前
用
地
が
交
通
広
場
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
現
在
の
駅
の
南

側
に
新
た
に
交
通
広
場
が
整
備
さ
れ
る
。
沼

袋
駅
は
、
交
差
す
る
区
画
街
路
を
現
在
の
６

ｍ
か
ら
14
ｍ
に
拡
幅
し
、
交
通
広
場
も
現
在

の
駅
の
南
側
に
整
備
さ
れ
る
計
画
で
、
い
ず

れ
も
バ
ス
停
の
ほ
か
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
も
併

設
さ
れ
る
予
定
だ
。
新
井
薬
師
前
駅
前
に
つ

い
て
は
17
年
２
月
、
沼
袋
駅
前
に
つ
い
て
は

同
年
８
月
に
事
業
認
可
を
得
て
い
る
。

「
両
駅
と
も
駅
前
に
交
通
広
場
が
な
い
た

め
、
バ
ス
停
に
バ
ス
が
停
車
す
る
と
渋
滞
と

な
る
こ
と
が
多
い
。
交
通
広
場
が
整
備
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
が
解
消
さ
れ
る
。
お
客
さ
ま
の

乗
り
換
え
も
格
段
に
向
上
し
、
交
通
結
節
点

と
し
て
の
利
便
性
が
上
が
る
」
と
鉄
道
本
部

建
設
部
建
設
課
の
山
田
光
明

課
長
は
語
る
。

駅
の
安
全
性
や
利
便
性
も

ア
ッ
プ
す
る
。
急
行
停
車
駅

で
は
な
い
沼
袋
駅
の
ホ
ー
ム

は
２
面
４
線
の
相
対
式
で
、

内
側
２
線
は
通
過
電
車
専
用

と
な
っ
て
い
る
が
、
新
ホ
ー

ム
は
上
り
下
り
そ
れ
ぞ
れ
が

島
式
ホ
ー
ム
の
２
面
４
線
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
非
常
時

に
は
急
行
も
停
車
し
て
乗
客

を
降
車
さ
せ
、
ホ
ー
ム
か
ら

誘
導
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
新
井
薬
師
前
駅
も
現
状

は
２
面
２
線
の
相
対
式
ホ
ー

ム
だ
が
、
１
面
２
線
の
島
式

で
現
在
よ
り
緩
や
か
な
曲
線

と
な
り
、
両
駅
と
も
現
状
よ

り
ホ
ー
ム
幅
が
拡
幅
さ
れ

る
。
ま
た
、
地
下
駅
と
な
る

こ
と
で
両
駅
と
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が

完
備
さ
れ
る
。

高
架
化
さ
れ
る
東
村
山
駅
付
近

12
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
東
村
山
駅

付
近
の
連
立
事
業
は
、東
京
都
を
事
業
主
体
と

す
る
道
路
整
備
事
業
で
あ
り
、東
村
山
市
と
西

武
鉄
道
が
連
携
し
て
、13
年
12
月
に
事
業
認
可

を
取
得
。15
年
１
月
に
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

東
村
山
駅
を
中
心
に
、
新
宿
線
約
２
・
３

㎞
、
国
分
寺
線
約
０
・
８
㎞
、
西
武
園
線
約

1
・
４
㎞
、
計
約
４
・
５
㎞
を
高
架
形
式
に

よ
り
立
体
化
し
、
２
カ
所
で
都
市
計
画
道
路

と
交
差
さ
せ
、
５
カ
所
の
踏
切
道
を
除
却
す

る
。
う
ち
３
カ
所
が
自
動
車
・
歩
行
者
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
踏
切
だ
。
特
に
府
中
街
道
と
交
差

す
る
久
米
川
第
２
号
踏
切
道
の
渋
滞
解
消
が

大
き
な
目
的
で
、
事
業
認
可
を
取
得
し
、
府

中
街
道
の
拡
幅
（
東
京
都
主
体
）
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
連
立
事
業
と
同
時
期

に
都
市
計
画
決
定
を
し
た
他
の
新
規
道
路

（
東
村
山
市
主
体
）
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

事
業
は
、
東
村
山
駅
西
口
地
区
再
開
発
や

交
通
広
場
の
整
備
が
既
に
完
成
し
、
東
側
も

交
通
広
場
や
道
路
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
仮

線
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

営
業
線
の
上
部
に
高
架
構
造
物
を
建
設
す
る

施
工
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
跨
線
橋

の
代
替
と
し
て
の
地
下
通
路
設
置
や
高
架
橋

の
基
礎
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
現
ホ
ー
ム
は
３
面
６
線
の
島
式

ホ
ー
ム
で
、
新
宿
線
と
国
分
寺
線
が
そ
れ
ぞ

れ
別
の
ホ
ー
ム
で
発
着
し
て
い
る
が
、
新

ホ
ー
ム
は
両
路
線
の
上
り
線
と
下
り
線
を
揃

え
た
２
面
４
線
に
集
約
さ
れ
る
。

「
東
村
山
駅
で
は
、
川
越
方
面
か
ら
来
て

国
分
寺
線
上
り
線
に
、
国
分
寺
方
面
か
ら
来

て
新
宿
線
下
り
線
に
乗
り
換
え
る
お
客
さ
ま

が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
乗
り
換
え
に

跨
線
橋
を
渡
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
新

ホ
ー
ム
で
は
ホ
ー
ム
ト
ゥ
ホ
ー
ム
で
乗
り
換

え
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
利
用
者
の
動
線

が
さ
ま
ざ
ま
で
、
跨
線
橋
や
ホ
ー
ム
は
か
な

り
混
雑
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
緩
和
さ
れ

る
」
と
山
田
課
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
、

東
村
山
市
お
よ
び
西
武
鉄
道
の
３
者
協
議
で

今
後
決
定
さ
れ
る
。
駅
デ
ザ
イ
ン
の
う
ち
、

高
架
橋
の
駅
部
に
取
り
付
け
る
防
風
壁
に
つ

い
て
は
、
市
民
や
駅
利
用
者
な
ど
か
ら
意
見

を
募
集
し
て
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
市
民

参
加
型
で
進
め
た
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
、
途
中
経
過
を
公
表
し

た
と
こ
ろ
、
市
民
や
駅
利
用
者
に
も
好
評

だ
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
こ
の
２
つ
の
連
立
事
業
の
ほ
か
、
新

宿
線
の
野
方
駅
～
井
荻
駅
間
、
井
荻
駅
～
東

伏
見
駅
間
の
２
区
間
が
着
工
準
備
採
択
さ
れ

て
お
り
、
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
連
立
事
業
は
、
交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
交

通
に
関
わ
る
事
故
を
確
実
に
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
安
全
で

安
心
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
」と
山
田
課
長
は
連
立
事
業
の
意
義
を
語
る
。

自
社
の
鉄
道
を
含
め
、
地
域
全
体
の
交
通

問
題
と
し
て
視
野
を
広
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
活
動
が
安
心
し
た
暮
ら
し
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
地
域
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
の
役
割

と
責
任
は
大
き
い
。
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空
掘
川

沼
袋
第
３
号

沼
袋
第
２
号

新
井
薬
師
前
第
３
号

中
井
第
７
号 中

井
第
５
号

中
井
第
４
号

第
三
妙
正
寺
川
橋
梁

環
状
第
６
号
線（
山
手
通
り
）

中
井
第
２
号

中
井
第
１
号

補
助
第
２
２
０
号
線

新
井
薬
師
前
第
１
号

第
四
妙
正
寺
川
橋
梁

補
助
第
26
号
線

（
中
野
通
り
）

新
井
薬
師
前
第
２
号

（
区
画
街
路
第
４
号
線
）

沼
袋
第
１
号 

野方

久米川 東村山

沼袋 中井新井薬師前■中井駅～野方駅間：縦断図

国分寺線 西武園線

■東村山駅付近：縦断図

所沢方

西武新宿方

国分寺方

事業区間 約2.4km

事業区間 約2.3km

事業区間 約0.8km 事業区間 約1.4km

中野区 新宿区

沼
袋
第
４
号

環
状
第
７
号
線（
環
七
通
り
）

久
米
川
第
１
号

妙
正
寺
川 妙

正
寺
川 西武新宿方

西武園方

所沢方久
米
川
第
３
号

（
鷹
の
道
）

久
米
川
第
３
号

（
鷹
の
道
）

東
村
山
第
２
号

（
園
）東
村
山
第
３
号

（
西
宿
通
り
）

（
園
）東
村
山
第
５
号

下り線

上り線

東
村
山
第
１
号

※

大
踏
切

東
村
山
第
１
号

※

大
踏
切

東
村
山
３
・
４
・
10

東
村
山
３
・
４
・
10

東
村
山
３
・
４
・
35

東
村
山
第
２
号

東
村
山
第
５
号

柳
瀬
川

久
米
川
第
２
号

（
府
中
街
道
）

東
村
山
３
・
３
・
８

栄
町
陸
橋

（
新
青
梅
街
道
）

東
村
山
３
・
４
・
４

（
新
青
梅
街
道
）

東
村
山

３
・
４
・
４

空
掘
川

東村山 東村山

前
川

北
川


